
【対応方針（たいおうほうしん）】2025年（ねん）中野（なかの）ティーンズ会議（かいぎ）でだされた意見（いけん）への対応（たいおう）
（きごうのいみ）

◎ ：全部実施可能（ぜんぶじっしかのう）

○ ：一部実施可能（いちぶじっしかのう）

● ：実施済み（じっしずみ）

△ ：検討中（けんとうちゅう）

× ：実施不可（じっしふか） 中野区子ども・教育政策課（なかのくこども・きょういくせいさくか）

No. グループ 意見（いけん）の内容（ないよう） 担当（たんとう） 対応方針（たいおうほうしん） 対応方針（たいおうほうしん）の説明（せつめい）

対応時期（たいおうじき） 対応状況（たいおうじょうきょう）
（2026年4月～9月）

対応状況（たいおうじょうきょう）
（2026年10月～2027年3月）

対応結果（たいおうけっか）

1-①

中高生（ちゅうこうせい）
の居場所（いばしょ）チー
ム【情報発信（じょうほう

はっしん）】

中野区（なかのく）には南北（なんぼく）それぞれに児童館（じどうかん）などの中高生（ちゅうこう
せい）が気軽（きがる）にあつまれる場所（ばしょ）が必要（ひつよう）である。とくに中高生（ちゅう
こうせい）が会議（かいぎ）や交流（こうりゅう）のできるにぎやかな居場所（いばしょ）と、勉強（べ
んきょう）に集中（しゅうちゅう）できるしずかな専用（せんよう）スペースの整備等（せいびとう）
をもとめたい。

子ども・教育政策課（こど
も・きょういくせいさく
か）

○

2025年（ねん）から、区（く）では中学生（ちゅうがくせい）や高
校生（こうこうせい）が安心（あんしん）してすごせる場所（ば
しょ）をふやしています。
その一（ひと）つとして、「ティーンズカフェ」という集（あつ）まり
を年（ねん）に5回（ごかい）ひらき、区役所（くやくしょ）などの
区（く）の建物（たてもの）を使（つか）っています。2026年（ね
ん）も、イベントとして行（おこな）う予定（よてい）です。
また、2026年（ねん）は「教育（きょういく）センターの分室（ぶ
んしつ）」という場所（ばしょ）を使（つか）って、中学生（ちゅうが
くせい）や高校生（こうこうせい）が気軽（きがる）に来（こ）られ
る場所（ばしょ）を作（つく）る準備（じゅんび）を進（すす）めま
す。
さらに、ほかの区（く）の建物（たてもの）も中学生（ちゅうがくせ
い）や高校生（こうこうせい）が使（つか）いやすくなるように、中
高生（ちゅうこうせい）の意見（いけん）を聞（き）きながら、どう
したらよいかを考（かんが）えていきます。

随時（ずいじ）

1-①

中高生（ちゅうこうせい）
の居場所（いばしょ）チー
ム【情報発信（じょうほう

はっしん）】

中野区（なかのく）には南北（なんぼく）それぞれに児童館（じどうかん）などの中高生（ちゅうこう
せい）が気軽（きがる）にあつまれる場所（ばしょ）が必要（ひつよう）である。とくに中高生（ちゅう
こうせい）が会議（かいぎ）や交流（こうりゅう）のできるにぎやかな居場所（いばしょ）と、勉強（べ
んきょう）に集中（しゅうちゅう）できるしずかな専用（せんよう）スペースの整備等（せいびとう）
をもとめたい。

育成活動推進課（いくせ
いかつどうすいしんか） ◎

一部（いちぶ）の児童館（じどうかん）では、中学生（ちゅうがく
せい）や高校生（こうこうせい）が勉強（べんきょう）できるス
ペースを用意（ようい）しています。
また、ロビーなどで交流（こうりゅう）したりできる児童館（じど
うかん）もあります。
中野区（なかのく）の北部（ほくぶ）については、中高生（ちゅう
こうせい）機能強化型（きのうきょうかがた）として整備（せい
び）をすすめる若宮児童館（わかみやじどうかん）で、交流（こう
りゅう）ができるロビーや集会室（しゅうかいしつ）兼（けん）中高
生室（ちゅうこうせいしつ）のほか、しずかな環境（かんきょう）
で学習（がくしゅう）ができる部屋（へや）を整備（せいび）する予
定（よてい）です。

北部（ほくぶ）【若宮児童館（わかみやじどうかん）】は
２０２９年度（ねんど）開設予定（かいせつよてい）

1-②

中高生（ちゅうこうせい）
の居場所（いばしょ）チー
ム【情報発信（じょうほう

はっしん）】

図書館（としょかん）や児童館（じどうかん）など既存施設（きそんしせつ）の情報（じょうほう）が散
在（さんざい）しており活用（かつよう）しづらい。中高生（ちゅうこうせい）のための地域（ちいき）
の居場所（いばしょ）をまとめた「なかの居場所（いばしょ）マップ」を作成（さくせい）し、だれもが
アクセスしやすいかたちで提供（ていきょう）してほしい。

子ども・教育政策課（こど
も・きょういくせいさく
か）、育成活動推進課（い
くせいかつどうすいしん
か）

◎

中学生（ちゅうがくせい）や高校生（こうこうせい）が安心（あん
しん）して使（つか）える区有施設（くゆうしせつ）をまとめた「な
かの居場所（いばしょ）マップ（仮称（かしょう））」は、中高生
（ちゅうこうせい）の意見（いけん）を聞（き）きながら作（つく）っ
ていく予定（よてい）です。
また、誰（だれ）でも見（み）て使（つか）いやすい形（かたち）にす
るために、中高生（ちゅうこうせい）の意見（いけん）をもとに考
（かんが）えていきます。
さらに、中高生（ちゅうこうせい）へのアンケートから「児童館（じ
どうかん）アップデートマップ」を作成（さくせい）しました。
児童館（じどうかん）で音楽（おんがく）・運動（うんどう）・ゲー
ム・くつろぎなど、どんな過（す）ごし方（かた）ができるかが分
（わ）かるようになっています。

随時（ずいじ）

1-③
中高生（ちゅうこうせい）
の居場所（いばしょ）チー

ム【アオハル】

中高生（ちゅうこうせい）が安価（あんか）または無償（むしょう）でたのしめる施設（しせつ）がな
い。廃校（はいこう）やつかわれなくなった区有施設（くゆうしせつ）などで中高生（ちゅうこうせ
い）が企画（きかく）をおこない利用（りよう）することができるよう、それらをつなぐしくみを検討
（けんとう）してほしい。

子ども・教育政策課（こど
も・きょういくせいさく
か）

△

2026年度（ねんど）は、教育（きょういく）センター分室（ぶんし
つ）を使（つか）って、仮（かり）の中高生（ちゅうこうせい）がすご
せる場所（ばしょ）を作（つく）っていきます。
今（いま）の施設（しせつ）も、中高生（ちゅうこうせい）の意見
（いけん）を聞（き）きながら、使（つか）いやすくします。
廃校（はいこう）や使（つか）っていない施設（しせつ）を使（つか）
うときは、みんなの大事（だいじ）な財産（ざいさん）なので、内
容（ないよう）にあわせて区（く）の担当（たんとう）と相談（そう
だん）して決（き）めていきます。

随時（ずいじ）

2-① 環境（かんきょう）チーム

中野区（なかのく）の環境（かんきょう）やごみに関心（かんしん）をもつ住民（じゅうみん）をふやす
ため、①地域（ちいき）のひとと交流（こうりゅう）しながら参加（さんか）できるイベントをつうじ
て、②きれいですみやすい中野（なかの）をめざしたい。

①住民（じゅうみん）の環境意識（かんきょういしき）をたかめ、日々（ひび）の行動変容（こうどう
へんよう）につなげることが重要（じゅうよう）である。具体的（ぐたいてき）には、中野（なかの）の
まちをめぐってごみひろいをしながら中野（なかの）のことをしることができるスタンプラリー
や、区内（くない）にあるさまざまな施設見学（しせつけんがく）をとおして環境（かんきょう）につ
いてまなぶ機会（きかい）があるとよいのではないか。

環境課（かんきょうか） ○

ほかのイベントの中（なか）で行（おこな）うなら、参加（さんか）
できることがあります。
でも、そのイベントだけで行（おこな）う場合（ばあい）は、関係先
（かんけいさき）と調整（ちょうせい）が必要（ひつよう）なので、
個別（こべつ）に相談（そうだん）してください。

2026年度（ねんど）

2-① 環境（かんきょう）チーム

中野区（なかのく）の環境（かんきょう）やごみに関心（かんしん）をもつ住民（じゅうみん）をふやす
ため、①地域（ちいき）のひとと交流（こうりゅう）しながら参加（さんか）できるイベントをつうじ
て、②きれいですみやすい中野（なかの）をめざしたい。

①住民（じゅうみん）の環境意識（かんきょういしき）をたかめ、日々（ひび）の行動変容（こうどう
へんよう）につなげることが重要（じゅうよう）である。具体的（ぐたいてき）には、中野（なかの）の
まちをめぐってごみひろいをしながら中野（なかの）のことをしることができるスタンプラリー
や、区内（くない）にあるさまざまな施設見学（しせつけんがく）をとおして環境（かんきょう）につ
いてまなぶ機会（きかい）があるとよいのではないか。

ごみゼロ推進課（すいし
んか） ○

出前講座（でまえこうざ）などで地域（ちいき）の人（ひと）と交流
（こうりゅう）し、ごみの減量（げんりょう）や分別（ぶんべつ）を知
（し）ってもらう場（ば）をふやします。
また、ごみ減量（げんりょう）や３R（すりーあーる）に取（と）り組
（く）む地域（ちいき）や団体（だんたい）のイベントを応援（おう
えん）し、連携（れんけい）してとりくみます。

2026年度（ねんど）

2-② 環境（かんきょう）チーム

②こども・若者世代（わかものせだい）に環境（かんきょう）について興味（きょうみ）をもってもら
うことが大切（たいせつ）であるとかんがえる。 その一環（いっかん）として、区役所（くやくしょ）
や児童館（じどうかん）などの区有施設（くゆうしせつ）に植物（しょくぶつ）をうえるイベントを開
催（かいさい）することで、植物（しょくぶつ）のたいせつさなどをしってもらえるのではないか。

環境課（かんきょうか） △

区有施設（くゆうしせつ）はそれぞれ担当（たんとう）が分（わ）か
れているので、個別（こべつ）に調整（ちょうせい）が必要（ひつ
よう）です。
使（つか）える施設（しせつ）があるか、確認（かくにん）していき
ます。

2027年度（ねんど）

3-① 商店街（しょうてんがい）
チーム

商店街（しょうてんがい）にたいしてリラックスやワクワクすることなどをもとめているひとがお
おい。おきゃくさんがおみせにくる工夫（くふう）をこらすことが必要（ひつよう）である。たとえ
ば、スタンプラリーや季節（きせつ）まつり、ビンゴのようなイベントを商店街（しょうてんがい）で
してほしい。

産業振興課（さんぎょう
しんこうか） ●

商店街（しょうてんがい）では、スタンプラリーや夏祭（なつまつ）
り、ハロウィン、クリスマスなどの季節（きせつ）にあったイベント
を行（おこな）っています。
区（く）は、専門家（せんもんか）を呼（よ）んだり補助金（ほじょき
ん）を出（だ）したりして、商店街（しょうてんがい）を応援（おうえ
ん）しています。
みなさんの意見（いけん）も商店街（しょうてんがい）の人（ひと）
に伝（つた）え、イベントがふえるように支援（しえん）していきま
す。

4-① まちづくりチーム

サンプラザについて、中高生（ちゅうこうせい）や地域住民（ちいきじゅうみん）がつかえる複合施
設（ふくごうしせつ）として再設計（さいせっけい）・リニューアルしてほしい【たとえば、娯楽的商
業施設（ごらくてきしょうぎょうしせつ）、中高生（ちゅうこうせい）の居場所（いばしょ）、学習（が
くしゅう）スペース、地域防災拠点（ちいきぼうさいきょてん）、観光拠点（かんきょうきょてん）と
しての活用（かつよう）など】。

中野駅周辺（なかのえき
しゅうへん）まちづくり課
（か）

△

いただいた意見（いけん）は、再整備事業計画（さいせいびじ
ぎょうけいかく）の見直（みなお）しに生（い）かし、よりよいまち
づくりにつなげます。
見直（みなお）しの方向性（ほうこうせい）は今年度末（こんねん
どまつ）に示（しめ）し、２０２６年度（ねんど）に改定（かいてい）
を目指（めざ）します。

２０２６年度（ねんど）

4-② まちづくりチーム

「理想（りそう）の中野（なかの）」についてアンケートを実施（じっし）したところ、公園（こうえん）
にバスケットゴールなどをもとめる声（こえ）がおおかった。バスケットゴールのある区内公園（く
ないこうえん）は4つだけなので、既存（きぞん）の公園（こうえん）にすこし手（て）をくわえリ
ニューアルして、バスケットボールのある公園（こうえん）をふやしてはどうか。

公園課（こうえんか） ●

今（いま）は、大和公園（やまとこうえん）、谷戸運動公園（やとう
んどうこうえん）、上高田台公園（かみたかだだいこうえん）、南
台公園（みなみだいこうえん）にバスケットゴールがあります。
また、上鷺東公園（かみさぎひがしこうえん）では、工事（こうじ）
がおわった２０２６年（ねん）3月（がつ）に、あたらしくバスケット
ゴールができました。
これからも、公園（こうえん）をきれいにしたり、なおしたりする
ときに、バスケットゴールをふやせるかかんがえていきます。

4-③ まちづくりチーム
まちづくりを契機（けいき）に、芝生（しばふ）、遊園地（ゆうえんち）、室内（しつない）プレイグラウ
ンド、ベンチ、カフェ、バスケコート・テニスコート、壁打（かべう）ち、ドッグランなどができるエリア
をつくってはどうか。

まちづくり計画課（けい
かくか） △

中野区（なかのく）は、地域（ちいき）のようすに合（あ）わせて、
まちづくりを進（すす）めています。
提案（ていあん）いただいた施設（しせつ）には、行政（ぎょうせ
い）が作（つく）るものや民間（みんかん）が作（つく）るものな
ど、さまざまあります。
地域（ちいき）に必要（ひつよう）なことを見（み）ながら、行政
（ぎょうせい）が作（つく）るべき施設（しせつ）は、区（く）が考（か
んが）えて決（き）めていきます。

適宜（てきぎ）

5-①
生徒会（せいとかい）チー
ム【いじめ問題（もんだ

い）】

以下（いか）３つの具体的（ぐたいてき）な政策提言（せいさくていげん）をつうじて、いじめの初期
段階（しょきだんかい）での早期解決（そうきかいけつ）をめざしてほしい。  ①より相談（そうだ
ん）しやすい形式（けいしき）の導入（どうにゅう）を検討（けんとう）してほしい。 【例（れい）：学校
（がっこう）のやすみ時間（じかん）や放課後（ほうかご）などに気軽（きがる）に相談（そうだん）で
きる相談員（そうだんいん）の設置（せっち）などの対面方式（たいめんほうしき）やオンラインなど
で文面（ぶんめん）で相談（そうだん）できるしくみ】

指導室（しどうしつ） ○

小学校（しょうがっこう）や中学校（ちゅうがっこう）には、東京都
（とうきょうと）のスクールカウンセラーのほかに、中野区（なか
のく）が増（ふ）やしたカウンセラーや、こころの教室（きょうし
つ）の相談員（そうだんいん）もいて、休（やす）み時間（じかん）
や放課後（ほうかご）でも相談（そうだん）しやすくしています。
中学生（ちゅうがくせい）は、SNS（えすえぬえす）で名前（なま
え）を出（だ）さずに相談（そうだん）できるしくみもあります。
どの学校（がっこう）でも、SOS（えすおーえす）の出（だ）し方
（かた）を学（まな）ぶ授業（じゅぎょう）を行（おこな）い、相談（そ
うだん）することの大切（たいせつ）さを教（おし）えています。
これからも、子（こ）どもたちが相談（そうだん）しやすいように
工夫（くふう）していきます。

適宜（てきぎ）

5-②
生徒会（せいとかい）チー
ム【いじめ問題（もんだ

い）】

②相談員（そうだんいん）からの積極的（せっきょくてき）なかかわりがあるとよいのではないか。
【例（れい）：アプリを活用（かつよう）して声（こえ）をかける、毎日（まいにち）学校（がっこう）に常
駐（じょうちゅう）する、限（かぎ）られたひとしかみないアンケートの実施等（じっしとう）によっ
て、相談者（そうだんしゃ）が委縮（いしゅく）せず、リスクなく話（はな）すことができる環境（かん
きょう）づくり】

指導室（しどうしつ） ○

学校（がっこう）には、都（と）や区（く）のスクールカウンセラー
や、こころの教室（きょうしつ）の相談員（そうだんいん）がいて、
ほぼ毎日（まいにち）相談（そうだん）できます。
多（おお）くの学校（がっこう）では、一人（ひとり）1台（いちだ
い）の端末（たんまつ）で生活（せいかつ）アンケートを行（おこ
な）い、いじめに早（はや）く気（き）づけるようにしています。
先生（せんせい）のための研修（けんしゅう）で、よい取（と）り組
（く）みも共有（きょうゆう）しています。
これからは、相談員（そうだんいん）がどんなサポートができる
か、もっと考（かんが）えていきます。

適宜（てきぎ）

5-③
生徒会（せいとかい）チー
ム【いじめ問題（もんだ

い）】

③いじめの初期段階（しょきだんかい）で対応（たいおう）し、早期解決（そうきかいけつ）の重要性
（じゅうようせい）と解決策（かいけつさく）をかんがえることができるように、重大事例（じゅうだ
いじれい）に限定（げんてい）せず、スムーズに解決（かいけつ）した事例（じれい）や大（おお）ごと
にならずに解決（かいけつ）した事例（じれい）を、報告書（ほうこくしょ）にまとめ、共有（きょうゆ
う）してほしい。

指導室（しどうしつ） ○

学校（がっこう）では、ふだんの様子（ようす）やアンケートで、い
じめを早（はや）く見（み）つけるようにしています。
いじめかもしれないことに気（き）づいたら、先生（せんせい）た
ちがすぐ話（はな）し合（あ）い、早（はや）く対応（たいおう）しま
す。
また、学校（がっこう）は全部（ぜんぶ）の事例（じれい）を記録
（きろく）して、教育委員会（きょういくいいんかい）に報告（ほう
こく）しています。
大（おお）きな問題（もんだい）だけでなく、早（はや）く解決（か
いけつ）した事例（じれい）なども、先生（せんせい）たちの研修
会（けんしゅうかい）で共有（きょうゆう）していくようにします。

適宜（てきぎ）

5-④
生徒会（せいとかい）チー
ム【意見表明（いけんひょ

うめい）】

学校（がっこう）では、より生徒（せいと）の意見（いけん）をすいあげるため、目安箱（めやすばこ）
を導入（どうにゅう）している学校（がっこう）もある。中野区（なかのく）にたいし、こどもが気軽
（きがる）に意見（いけん）でき、中野区（なかのく）からもリアクションがもらえるしくみづくりが
重要（じゅうよう）である。

 ①Web（うぇぶ）上（じょう）の目安箱（めやすばこ）として「なかのすたぐらむ」【仮称（かしょう）】
を設（もう）け、すきなときに意見（いけん）を投稿（とうこう）でき、写真（しゃしん）・イラストつき
投稿（とうこう）やリアクション機能（きのう）で生徒（せいと）が参加（さんか）しやすい場（ば）をつ
くり、登下校（とうげこう）の安全（あんぜん）にかんすることや施設（しせつ）についての要請（よう
せい）、地域（ちいき）のイベントにかんすることなどを発信（はっしん）するしくみを導入（どう
にゅう）してはどうか。 また、なかのすたぐらむ【仮称（かしょう）】での投稿（とうこう）について、
関係者（かんけいしゃ）からのコメントやリアクションがあるとよい。

指導室（しどうしつ） ×

学校（がっこう）では、生徒（せいと）の意見（いけん）をいかした
「子(こ)ども主体（しゅたい）の教育（きょういく）」を行（おこ
な）っています。
生徒会（せいとかい）が中心（ちゅうしん）になったり、Google
（ぐーぐる）フォームや目安箱（めやすばこ）を使（つか）ったりし
て、みんなの意見（いけん）を聞（き）いています。
また、指導室（しどうしつ）の取（と）り組（く）みは、中野区（なか
のく）のHP（ほーむぺーじ）などでわかりやすく発信（はっしん）
していきます。

5-④
生徒会（せいとかい）チー
ム【意見表明（いけんひょ

うめい）】

学校（がっこう）では、より生徒（せいと）の意見（いけん）をすいあげるため、目安箱（めやすばこ）
を導入（どうにゅう）している学校（がっこう）もある。中野区（なかのく）にたいし、こどもが気軽
（きがる）に意見（いけん）でき、中野区（なかのく）からもリアクションがもらえるしくみづくりが
重要（じゅうよう）である。

 ①Web（うぇぶ）上（じょう）の目安箱（めやすばこ）として「なかのすたぐらむ」【仮称（かしょう）】
を設（もう）け、すきなときに意見（いけん）を投稿（とうこう）でき、写真（しゃしん）・イラストつき
投稿（とうこう）やリアクション機能（きのう）で生徒（せいと）が参加（さんか）しやすい場（ば）をつ
くり、登下校（とうげこう）の安全（あんぜん）にかんすることや施設（しせつ）についての要請（よう
せい）、地域（ちいき）のイベントにかんすることなどを発信（はっしん）するしくみを導入（どう
にゅう）してはどうか。 また、なかのすたぐらむ【仮称（かしょう）】での投稿（とうこう）について、
関係者（かんけいしゃ）からのコメントやリアクションがあるとよい。

子ども・教育政策課（こど
も・きょういくせいさく
か）

△

区（く）は、「子（こ）どもの権利（けんり）を大切（たいせつ）にす
る条例（じょうれい）」を作（つく）って、子（こ）どもが意見（いけ
ん）を言（い）いやすくなるようなとりくみをすすめています。
ティーンズ会議（かいぎ）や子ども相談室（こどもそうだんしつ）
ワークショップだけでなく、区（く）の大事（だいじ）な計画（けい
かく）を作（つく）るときにも、子（こ）どもの意見（いけん）を聞
（き）いてきました。
SNS（えすえぬえす）でいつでも意見（いけん）を送（おく）るしく
みは、今（いま）のところありませんが、2026年度（ねんど）も
計画（けいかく）を作（つく）るときに意見（いけん）を聞（き）きま
す。
Web（うぇぶ）で意見（いけん）を送（おく）れるフォームも用意
（ようい）していく予定（よてい）です。
また、もらった意見（いけん）をどう生（い）かしたか、子（こ）ども
向（む）けに説明（せつめい）もしていきます。

随時（ずいじ）

5-④
生徒会（せいとかい）チー
ム【意見表明（いけんひょ

うめい）】

学校（がっこう）では、より生徒（せいと）の意見（いけん）をすいあげるため、目安箱（めやすばこ）
を導入（どうにゅう）している学校（がっこう）もある。中野区（なかのく）にたいし、こどもが気軽
（きがる）に意見（いけん）でき、中野区（なかのく）からもリアクションがもらえるしくみづくりが
重要（じゅうよう）である。

 ①Web（うぇぶ）上（じょう）の目安箱（めやすばこ）として「なかのすたぐらむ」【仮称（かしょう）】
を設（もう）け、すきなときに意見（いけん）を投稿（とうこう）でき、写真（しゃしん）・イラストつき
投稿（とうこう）やリアクション機能（きのう）で生徒（せいと）が参加（さんか）しやすい場（ば）をつ
くり、登下校（とうげこう）の安全（あんぜん）にかんすることや施設（しせつ）についての要請（よう
せい）、地域（ちいき）のイベントにかんすることなどを発信（はっしん）するしくみを導入（どう
にゅう）してはどうか。 また、なかのすたぐらむ【仮称（かしょう）】での投稿（とうこう）について、
関係者（かんけいしゃ）からのコメントやリアクションがあるとよい。

広聴・広報課（こうちょ
う・こうほうか） ●

中野区（なかのく）では、ホームページの「区民（くみん）の声（こ
え）」や、LINE（らいん）から、いつでも意見（いけん）を送（おく）
ることができます。
子（こ）どもも使（つか）えて、希望（きぼう）すれば区（く）から返
事（へんじ）ももらえます。
これからは、こうした意見（いけん）の出（だ）し方（かた）を、学
校（がっこう）などを通（とお）して子（こ）どもたちにもわかりや
すく知らせて、もっと使（つか）いやすくしていきます。

5-⑤
生徒会（せいとかい）チー
ム【意見表明（いけんひょ

うめい）】

②区長（くちょう）を学校（がっこう）にまねいた対話（たいわ）やワークショップの開催（かいさい）
をとおして生徒（せいと）が直接（ちょくせつ）意見（いけん）をつたえられる機会（きかい）もひろ
げるべきである。

広聴・広報課（こうちょ
う・こうほうか） ●

中野区（なかのく）では、年（ねん）に何回（なんかい）か、区長（く
ちょう）が学校（がっこう）に来（き）て、子（こ）どもたちと話（は
な）す「タウンミーティング」を行（おこな）っています。
そこで出（で）た子（こ）どもたちの声（こえ）を、区政（くせい）に
生（い）かしています。
いただいた意見（いけん）をもとに、これからはタウンミーティン
グをもっとふやしたり、内容（ないよう）をよくしたりして、たく
さんの子（こ）どもが意見（いけん）を言（い）えるようにしていき
ます。

（対応方針（たいおうほうしん）が◎・〇・△の場合（ばあい））



6-① 公共施設（こうきょうしせ
つ）チーム

理想（りそう）の公共施設（こうきょうしせつ）についてアンケート調査（ちょうさ）を実施（じっし）
したところ、大人（おとな）も学生（がくせい）もいまの公共施設（こうきょうしせつ）に満足（まんぞ
く）していないひとのほうがおおいということがわかった。とくに、休息（きゅうそく）スペースや
運動（うんどう）スペースがほしいというこえがおおかった。意見（いけん）がおおかったのは、開
館時間（かいかんじかん）の延長（えんちょう）【夜間（やかん）の利用（りよう）】、簡単（かんたん）な
予約（よやく）システムがあること、読書（どくしょ）・学習（がくしゅう）のためのしずかでおちつく
空間（くうかん）があること、気軽（きがる）に利用（りよう）できるスポーツ施設（しせつ）や体験
（たいけん）プログラムがあること、とうであった。そういった施設（しせつ）やしくみを公共施設
（こうきょうしせつ）に導入（どうにゅう）してほしい。

子ども・教育政策課（こど
も・きょういくせいさく
か）

○

区立（くりつ）中野東図書館（なかのひがしとしょかん）には、こ
どもラウンジやティーンズルーム、コワーキングコーナーがあ
り、夜（よる）9時（くじ）まで開（あ）いています。
子（こ）どもや地域（ちいき）の人（ひと）が、自由（じゆう）にすご
せる場所（ばしょ）として人気（にんき）です。
また、一部（いちぶ）の区有施設（くゆうしせつ）には、子（こ）ど
もの学習（がくしゅう）スペースがあり、静（しず）かな環境（かん
きょう）で勉強（べんきょう）できます。
さらに、新（あたら）しい施設（しせつ）予約（よやく）システムを
導入（どうにゅう）し、2026年度（ねんど）5月（ごがつ）利用分
（りようぶん）からは、オンラインで簡単（かんたん）に予約（よや
く）できるようになります。
これからも、公共施設（こうきょうしせつ）にどんな機能（きの
う）がほしいか、区民（くみん）の意見（いけん）を聞（き）きなが
ら考（かんが）えていきます。

随時（ずいじ）

7-① 若者（わかもの）チャレン
ジ支援（しえん）チーム

①中野（なかの）におおくかかわっている大学生世代（だいがくせいせだい）・若者世代（わかもの
せだい）が地域防災（ちいきぼうさい）サポーターとして登録（とうろく）することによって、防災
（ぼうさい）インターンシップという役割（やくわり）のもとで継続的（けいぞくてき）に地域（ちい
き）・大学（だいがく）・行政（ぎょうせい）がかかわりつづけることができるしくみをつくってはど
うか。

防災危機管理課（ぼうさ
いききかんりか） ○

地域（ちいき）では、町会（ちょうかい）が中心（ちゅうしん）と
なった、「防災会（ぼうさいかい）」が定期的（ていきてき）な防災
訓練（ぼうさいくんれん）を行（おこな）っています。
また、中学生（ちゅうがくせい）が「防災青年（ぼうさいせいね
ん）リーダー」として参加（さんか）し、訓練（くんれん）や勉強（べ
んきょう）を続（つづ）けています。
中野駅（なかのえき）周辺（しゅうへん）の大学（だいがく）や学校
（がっこう）でも防災訓練（ぼうさいくんれん）を行（おこな）い、
地域（ちいき）とのつながりができています。
これからも、この活動（かつどう）を続（つづ）け、若（わか）い人
（ひと）の防災（ぼうさい）に関するつながりを、もっと多（おお）
くの人（ひと）に知（し）ってもらえるようにします。

継続的（けいぞくてき）に対応（たいおう）

7-② 若者（わかもの）チャレン
ジ支援（しえん）チーム

②防災訓練等（ぼうさいくんれんとう）に参加（さんか）することをつうじて、地域貢献活動（ちい
きこうけんかつどう）をポイント制（せい）【ナカペイポイントなどの活用（かつよう）】にするしくみ
をつくってはどうか。

防災危機管理課（ぼうさ
いききかんりか） ○

中野区（なかのく）では、約（やく）８割（はちわり）の世帯（せた
い）が集合住宅（しゅうごうじゅうたく）に住（す）んでいます。
そのため、災害（さいがい）のときに助（たす）け合（あ）う仕組
（しく）みづくりや、家（いえ）での備（そな）えがとても大切（たい
せつ）です。
でも、集合住宅（しゅうごうじゅうたく）に住（す）む人（ひと）は、
防災訓練（ぼうさいくんれん）への参加（さんか）が少（すく）ない
のが問題（もんだい）です。
そこで、２０２６年度（ねんど）から、コミュニティポイントを使（つ
か）って、防災訓練（ぼうさいくんれん）に参加（さんか）しやすく
する新（あたら）しい取（と）り組（く）みを考（かんが）えていま
す。

２０２６年度中（ねんどちゅう）

7-② 若者（わかもの）チャレン
ジ支援（しえん）チーム

②防災訓練等（ぼうさいくんれんとう）に参加（さんか）することをつうじて、地域貢献活動（ちい
きこうけんかつどう）をポイント制（せい）【ナカペイポイントなどの活用（かつよう）】にするしくみ
をつくってはどうか。

地域活動推進課（ちいき
かつどうすいしんか） ○

町会（ちょうかい）や自治会（じちかい）の活動（かつどう）に参
加（さんか）した人（ひと）に、ナカペイポイントをあげるなど、参
加（さんか）しやすくなる取（と）り組（く）みがふえるようにしま
す。
そのために、公益活動推進助成金（こうえきかつどうすいしん
じょせいきん）の支援（しえん）を強（つよ）めていきます。

２０２６年度末（ねんどまつ）まで

7-③ 若者（わかもの）チャレン
ジ支援（しえん）チーム

③中野（なかの）共助（きょうじょ）プラットフォームをつくり、災害時（さいがいじ）の避難所（ひな
んじょ）情報（じょうほう）や支援状況（しえんじょうきょう）、安否確認（あんぴかくにん）など容易
（ようい）におこなうことができるようにしてはどうか。

防災危機管理課（ぼうさ
いききかんりか） ○

中野区（なかのく）の避難所（ひなんじょ）は、地域（ちいき）の人
（ひと）が中心（ちゅうしん）になって開（ひら）いて運営（うんえ
い）します。
そのため、災害（さいがい）のときにすぐ避難所（ひなんじょ）を
開（ひら）けるよう、普段（ふだん）からわかりやすい準備（じゅん
び）が必要（ひつよう）です。
これからは、「避難所開設（ひなんじょかいせつ）アプリ」を使（つ
か）えるようにするため、訓練（くんれん）で実験（じっけん）し、
使（つか）いやすく直（なお）していきます。
アプリの中（なか）には、受付（うけつけ）や避難所運営（ひなん
じょうんえい）の説明（せつめい）も入（い）れて、もっと便利（べ
んり）にしていきます。
こうした取（と）り組（く）みを通（とお）して、たくさんの人（ひと）
が防災（ぼうさい）の大切（たいせつ）さを知（し）れるようにして
いきます。

２０２８年度中（ねんどちゅう）

7-③ 若者（わかもの）チャレン
ジ支援（しえん）チーム

③中野（なかの）共助（きょうじょ）プラットフォームをつくり、災害時（さいがいじ）の避難所（ひな
んじょ）情報（じょうほう）や支援状況（しえんじょうきょう）、安否確認（あんぴかくにん）など容易
（ようい）におこなうことができるようにしてはどうか。

地域活動推進課（ちいき
かつどうすいしんか） △

災害（さいがい）が起（お）きたときは、「避難行動要支援者名簿
（ひなんこうどうようしえんしゃめいぼ）」を使（つか）って、防災
会（ぼうさいかい）や町会（ちょうかい）といっしょに、助（たす）
けが必要（ひつよう）な人（ひと）のようすを確（たし）かめます。
そして、その人（ひと）が無事（ぶじ）かどうかを、もっと早（はや）
く知（し）るために、オンラインで安否確認（あんぴかくにん）がで
きるしくみを使（つか）えるように考（かんが）えています。

２０２６年度末（ねんどまつ）まで


